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l はじめに  という3つの条件を満たすものである．制御不能流理  

の（特に悪い）流れを調べる事に意義がある・また制御  2端子実行可能制御不能流∈において，もしどんな  
不能流についての文献としては，他に【3］等もある・  2端子制御不能流n≠0）を選んでも∈＋ぐが実行可  

一般の2端子ネットワークにおいての，最′ト極大流   能でないとき，∈は極大流という．またボトルネック  

を算出する問題については，他の多くの問題【6】と同   カットを飽和する流れは必ず極大流となる・極大流の  

様に，NP完全性が証明されている【7卜しかし無閉路   うち，流量最小の値を持つものが最小極大流である・  
2端子ネットワークにおいてはNP完全性が証明され  よって，最小ボトルネックカットを求めることは最小  
ていない．そこで本稿では，無閉路2端子ネットワ一   極大流を求めることに等しい［7トなお【10］も参照・   
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無閉路2端子ネットワークの制御不能流とは  を流して極大性を満たしても最大流を流せる．そ   

（a）2端子流 

。．…。｝   
がβからfへの初等的な道であり，∀e∈且に   ク：ネットワーク上の5，fを除いた各点において  
関して∈（e）≧0かつIt‖5，t≧0であれば凡，t  （可c‾（γ）＜c＋（γ））を満たすネットワーク；〈2〉容量  

における2端子制御不能流である，  減少ネットワーク：ネットワーク上のβ，fを除いた各  

（b）Ⅳ5，tにおいて∈1，∈2が2端子制御不能流であれ   点において（γlc‾（γ）＞c＋（γ））を満たすネットワー  

ば，正実係数α1，α2による一次結合α1∈1＋α2∈2   ク；（3〉容量不変ネットワーク‥ネットワーク上の5，f  

も凡，まにおける2端子制御不能流である・  を除いた各点において（γlc‾（γ）＝C＋（γ））を満たす  

（c）上記の（a）と（b）によって構築されるフローのみ   ネットワーク；〈4〉任意の並直列ネットワーク：すべて  

が2端子制御不能流である．  の並列，直列，または並直列なネットワーク．  

＊中央大学大学院理工学研究科情報工学専攻（伊理研究妄）  3・21方向性無閉路2端子ネットワーク  

＿。，a。．〕p  
無閉路2端子ネットワークのなかで  
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（a）5とfを除いたネットワーク上の各点は流入枝   問題を5′からf′への2端子ネットワークの問題とし  
が複数で流出枝が1つの点（流入点），または流   て考察できる．  
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くはなり得ないという性質を持っている・  5 ぁわりに   
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